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余暇活動が
利用者の意欲に与える影響

～「その人らしい生き方」を目指して～

聖隷福祉事業団 和合せいれいの里
和合愛光園 和合サテライト

山本真美

背景
「自分は何もできない、ダメになった」と不安になるAさん

・DVDを見て歌うこと以外、
好まれる活動を把握できていない

・周囲の方とタオルたたみに挑戦したが……
「わからない。消えてしまいたい」

「自分でできた」という達成感を得られる機会を増やしたい

目的

前向きな言葉・明るい表情が
観察できる機会を増やすこと

「できること」を活かした活動を提供

倫理的配慮

個人を特定できないよう配慮した
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取り組み内容

①「暮らしシート」の活用

②「分析シート」を使用し
取り組みの様子を記録・分析

③ Aさんに合った余暇活動の選定
折り紙・塗り絵・パズル

①「暮らしシート」の活用

・童謡を好む

・⾧年教会で活動されていた

・社交ダンスが趣味

・手先を使う細かい作業を好む

②「分析シート」を使用し、
取り組んだ様子を記録・分析 取り組みを通して

①不安な様子が見られるとき

色が選べない時
２～３色の中から選択してもらう

ピースをはめられない時
ピースの位置や向きを伝える
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②笑顔が見られたとき
デフォルメされた花（好きなモチーフ）を見たとき
花の塗り絵を多めに準備する

好きな色（ピンク、黄色など明るい色）を見たとき
好きな色の色鉛筆・折り紙で活動に誘う

③集中しているとき
字を読もうとしているとき
ひらがな・カタカナの理解がある
塗り絵に描かれている花の名前を書く
自分の名前を書く

つるを折っているとき
馴染みのある折り方を覚えている

結果

自信の持てる活動を
１日１回提供できるようになった。

好きな事を提供している間は、笑顔が見られた。
（自信をもって行うことができた）
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考察
「パーソン・センタード・ケア」を用いて

Aさんのニーズは何か?
もともとは…不安な表情・言動あり

①職員が介入 笑顔
②隣の席の方と塗り絵を行う 会話・集団への参加
☆ニーズ「周囲や集団とともにありたい」

③なじみのある活動の提供 集中して活動に取り組む
☆ニーズ「結びつきを得たい」

Aさんが好んでいた馴染みのある活動の提供

集中力の発揮・安心感に繋がる

職員の知らなかった一面の（保存能力）発見・活用

「できる」という自信

考察

今後の展望

利用者同士が関わる機会の創出

利用者によってニーズは異なる
①「暮らしシート」による情報収集の実施
②その方のニーズの把握

ひとりひとりに合った活動の選定
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